
勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

ってどうなっているの？

●橋
はし

が開
ひら

くまで

●機
き

械
かい

室
しつ

のようす
変
へん

電
でん

室
しつ

から電
でん

気
き

が送
おく

られてくると、モーターから歯
は

車
ぐるま

に動
どう

力
りょく

が伝
つた

わり、橋
はし

が開
ひら

く。反
はん

対
たい

側
がわ

（築
つき

地
じ

方
ほう

面
めん

）も同
おな

じしくみだ。

1 
信
しん

号
ごう

が変
か

わり、 通
つう

行
こう

人
にん

、車
くるま

、路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

を止
と

める。

2 
橋
はし

のつなぎ目
め

と、
橋
はし

の下
した

で固
こ

定
てい

され
ているロックを外

はず

す。

3 
橋
はし

を開
ひら

いて、
船
ふね

が通
とお

る。

へえ、
おもしろいな。

橋
はし

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

が開
ひら

くようになっている勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

。
隅
すみ

田
だ

川
がわ

の河
か

口
こう

部
ぶ

にかかり、月
つき

島
しま

方
ほう

面
めん

と築
つき

地
じ

方
ほう

面
めん

をつなぐた
めにかけられた。 真

ま

んなかで開
ひら

くようになっているのは、
大
おお

型
がた

の船
ふね

を走
はし

らせるため。今
いま

は閉
と

じられたままだが、開
ひら

く
しくみはどうなっているのか、見

み

てみよう。

図
ず

解
かい

開
かい

閉
へい

作
さ

業
ぎょう

は、運
うん

転
てん

室
しつ

の
この機

き

械
かい

でなされた。
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70° 70
°

開
ひら

くまでの時
じ

間
かん

は約
やく

70秒
びょう

。しかし、再
ふたた

び橋
はし

が閉
と

じるま
で最

さい

長
ちょう

で20分
ぷん

もかかることもあった。

橋
はし

の住
じゅう

所
しょ

　築
つき

地
じ

六
ろく

丁
ちょう

目
め

～勝
かち

どき一
いっ

丁
ちょう

目
め

工
こう

事
じ

開
かい

始
し

　1933（昭
しょう

和
わ

8）年
ねん

6月
がつ

1
と お か

0日

開
かい

閉
へい

時
じ

期
き

　1940年
ねん

6月
がつ

14日
か

～1970年
ねん

11月
がつ

29日
にち

宿
しゅく

直
ちょく

室
しつ

朝
あさ

から夕
ゆう

方
がた

まで多
おお

い日
ひ

で5回
かい

も開
かい

閉
へい

したので、とまり
こみで作

さ

業
ぎょう

をした。

見
み

張
はり

室
しつ

船
ふね

の運
うん

航
こう

、 人
ひと

や車
くるま

などの走
そう

行
こう

を見
み

張
は

る。

倉
そう

庫
こ

室
しつ 機

き

械
かい

類
るい

の備
び

品
ひん

など
を保

ほ

管
かん

する。運
うん

転
てん

室
しつ橋

はし

の開
かい

閉
へい

の作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うところ。

橋き
ょ
う

体た
い

橋き
ょ
う

体た
い

築つ
き

地じ

方ほ
う

面め
ん

月つ
き

島し
ま

方ほ
う

面め
ん

機
き

械
かい

室
しつ

運
うん

転
てん

室
しつ

と宿
しゅく

直
ちょく

室
しつ

（反
はん

対
たい

側
がわ

は、倉
そう

庫
こ

室
しつ

と見
み

張
はり

室
しつ

）の
下
した

はつながっていて、機
き

械
かい

類
るい

が設
せっ

置
ち

されている。

電
でん

気
き

の流
なが

れ
橋
はし

は電
でん

気
き

の力
ちから

で動
うご

かされていた。電
でん

力
りょく

会
がい

社
しゃ

から送
おく

られた交
こう

流
りゅう

の電
でん

気
き

を、
変
へん

電
でん

所
しょ

で直
ちょく

流
りゅう

にしてケーブルを通
つう

じ
てモーターに電

でん

気
き

を送
おく

った。

橋
はし

のつなぎ目
め

橋
はし

が閉
と

じているときは、段
だん

差
さ

が出
で

ないように、真
ま

んな
かできちんと閉

と

じるための
くふうがしてある。

おもりが入
はい

って
いる。

開
かい

閉
へい

のための装
そう

置
ち

。ブレーキ類
るい

、
歯
は

車
ぐるま

などがある。

１つ100kg
だって！

変
へん

電
でん

所
しょ

交
こう

流
りゅう

から直
ちょく

流
りゅう

へ電
でん

気
き

を変
か

える設
せつ

備
び

がある。
（発

はつ

電
でん

設
せつ

備
び

は、現
げん

在
ざい

、資
し

料
りょう

館
かん

に展
てん

示
じ

してある）

交
こう

流
りゅう

閉
と

じているとき

開
ひら

いているとき

直
ちょく

流
りゅう

橋
きょう

体
たい

トラニオン軸
じく

開
かい

閉
へい

はこの軸
じく

を中
ちゅう

心
しん

に回
かい

転
てん

する。橋
はし

の重
おも

さ2000tを
支
ささ

えている。

おもり
約
やく

1100tもある。コン
クリート、鉄

てつ

、鉛
なまり

のか
たまりが入

はい

っている。
これで橋

はし

の開
かい

閉
へい

のバラ
ンスを取

と

っている。

ピニオン
歯
は

車
ぐるま

のこと。モータ
ーからの動

どう

力
りょく

で回
かい

転
てん

し、
橋
きょう

体
たい

を動
うご

かします。
ストッパー
橋
はし

が開
ひら

くとき、いきおいでおも
りが橋

きょう

脚
きゃく

にぶつからないように
設
せっ

置
ち

されている。

橋き
ょ
う

脚き
ゃ
く

ここの広
ひろ

さは、
テニスコート１面

めん

分
ぶん

なんですって。

かつての変
へん

電
でん

所
しょ

は、
今
いま

は「かちどき橋
はし

の資
し

料
りょう

館
かん

」
になっているよ。

なるほど。
軸
じく

を支
し

点
てん

に橋
はし

とおもりは
つり合

あ

いを取
と

っているんだね。
やじろべえの原

げん

理
り

だね！

リアロック
橋
はし

の振
しん

動
どう

をおさえ、橋
きょう

体
たい

を固
こ

定
てい

する装
そう

置
ち

。
橋
はし

が開
ひら

くときは、解
かい

除
じょ

される。

おもりの１つ

電
でん

動
どう

モーター
機
き

械
かい

室
しつ

にあり、片
かた

側
がわ

で約
やく

2000tもの重
おも

さを動
うご

かすため
のモーター。築

つき

地
じ

側
がわ

、月
つき

島
しま

側
がわ

にそれぞれ２基
き

ずつある。
通
つう

常
じょう

は１基
き

だけ使
つか

い、強
きょう

風
ふう

のときは２基
き

使
つか

う。

歯
は

車
ぐるま

は、３つ連
つら

なっている場
ば

合
あい

、回
かい

転
てん

の速
はや

さ
は大

おお

きくなるにしたがって9分
ぶん

の１になるが、
力
ちから

は9倍
ばい

になる。勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

は2340倍
ばい

の力
ちから

を出
だ

す。

速
そく

度
ど

	 １	 1/3	 1/9
動
どう

力
りょく

	 １	 ３	 ９

歯
は

車
ぐるま

の原
げん

理
り

エアバッファ
空
くう

気
き

が出
で

て、 衝
しょう

撃
げき

を
おさえる。

ロックを
解
かい

除
じょ

。

橋
きょう

体
たい

が上
うえ

へ
移
い

動
どう

する。

＊イラストはわかりやすいように、
　簡

かん

単
たん

にしてあります。

←
 ロック

開
かい

閉
へい

のための作
さ

業
ぎょう

橋
はし

の開
かい

閉
へい

にたずさわる人
ひと

は、運
うん

転
てん

室
しつ

１
ひ と り

人、機
き

械
かい

室
しつ

２
ふ た り

人、見
み

張
はり

室
しつ

１
ひ と り

人、変
へん

電
でん

室
しつ

２
ふ た り

人、橋
はし

の上
うえ

２
ふ た り

人の計
けい

８人
にん

いた。また、橋
はし

の
中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

に４つの塔
とう

があり、それぞれ役
やく

割
わり

があった。
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